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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応事業
総事業費　1億７657 万 8千円

（1）商品券配付事業
事業費　１億 1726 万６千円

　停滞した経済状況が家庭に与える影響を緩和するとともに
中小事業者への緊急支援と地域の消費喚起を下支えする。
【対象者】
　８月１日時点で住民基本台帳に登載されている者
　８月中旬から順次、発送予定
※使用期限　９月１日から 12月 31日まで
　利用可能な店舗一覧表を商品券と一緒に送付しますので
ご確認ください。

（2）飲食店等応援クラウドファンディング事業
事業費　200万円

　新型コロナウイルス感染症の影響により低迷している町内
飲食業、宿泊業、観光業者等に対し、前売りチケットを消費
者が購入することにより資金援助し、事業継続を促す。
　前売りチケットクラウドファンディング目標額 1千万円に
対するプレミアム 20％分
※�チケットは町外の方も購入できるが、チケットを購入して
もらうことで、事業者の資金調達、またプレミア率を賦課
することで、町内へ誘客を図ることができる。

（4）通学支援運行委託業者事業継続支援事業
事業費　648万 6千円

　学校再開時に安定的に通学支援運行事業を継続出来るよう
車両の保守点検等にかかる経費に充当
　　スクールバス 15台　タクシー 3台　
【対象者】
　通学支援運行委託事業者３社

（3）避難所感染予防対策事業
事業費　923万 8千円

　避難所での感染予防として予防品類の備蓄品を購入
　　フェイスシールド、不織布マスク、使い捨て手袋、
　　防護服、避難所屋内テント、備蓄倉庫 等

共通券　1,000 円　5枚

避難所屋内テント

防護服不織布マスク

地域券　1,000 円　5枚



3　No.63 みのぶ議会だより

（8）雇用調整助成金等申請サポート事業
事業費　203万円

　中小企業及び事業者等に対して、国、県における各種給付
制度等の申請を社会保険労務士等を派遣し、迅速な給付等が
出来るようサポートする。
　　社会保険労務士等　個別相談対応
【対象者】
　町内事業者

（7）公共的空間安全・安心確保事業
事業費　2512 万 5千円

　庁舎等公共施設の感染症予防対策として
　　窓口カウンター仕切パネル、 非接触型体温計、マスク、
　　手指消毒液購入費 等

（5）子育て世帯への臨時特別給付金（町単独分）
事業費　981万 5千円

　保育園等の登園自粛要請並びに、小中高等学校等の臨時休
業に伴い、自宅待機を余儀なくされる子どもがいる、子育て
世帯の生活を支援するための給付金。
　●生活支援給付金
【対象者】
　 0 歳～ 15歳：対象人数 755 人× 13,000 円
　※給付対象は、国の子育て世帯への臨時特別給付金と同じ

（6）子育て世帯への臨時特別給付金（町単独分）
事業費　461万 8千円

　子育て世帯への臨時特別給付金事業の所得制限により給
付対象とならない世帯へ町単独分として 13,000 円の給付を
行う。
　また、高等学校等の臨時休校に伴い、自宅待機を余儀なく
されている子育て世帯への生活を支援するため、30,000 円
の給付金を支給する。
　●生活支援給付金
【対象者】
　  0 歳～ 15歳：対象人数   25 人
　16歳～ 17歳：対象人数 135 人

その他の事業は町の広報7月号をご覧ください。
※今後、国における第２次補正に伴う追加事業を検討していく予定です。

赤ちゃん 幼児 小学生

高校1年生

窓口カウンター仕切パネル

高校2、3年生

非接触型体温計　

中学生
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サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
を
検
討
す
べ
き
だ
が

町
の
特
徴
や
利
点
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
誘
致
を
推
進
す
る

問　

コ
ロ
ナ
後
に
取
り
組
む
べ
き

施
策
と
し
て
、
町
内
に
あ
る
未

利
用
な
公
共
施
設
に
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
を
検
討
す

べ
き
だ
が

企
画
政
策
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ
感

染
の
収
束
後
、
企
業
の
危
機
管

理
に
お
い
て
、
働
き
方
に
関
す

る
認
識
が
変
わ
る
。
テ
レ
ワ
ー

ク
が
可
能
な
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
は
今
後
ま
す
ま
す
注
目
さ

れ
る
。
２
年
３
月
に
策
定
し
た

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
で
は
、
地
域

に
根
ざ
し
た
雇
用
の
創
出
を
目

的
と
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
を
施
策
の
一
つ
と
し

た
。
コ
ロ
ナ
収
束
後
、
災
害
の

リ
ス
ク
が
少
な
く
、
子
育
て
環

境
が
充
実
し
て
い
る
な
ど
当
町

の
特
徴
や
利
点
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
誘
致
を
推
進
す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
伴

う
休
校
措
置
を
機
に
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
生
か
し
た
家
庭
学

習
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
教
員

の
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入

の
可
能
性
を
検
討
す
べ
き
だ
が

学
校
教
育
課
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

な
ど
に
よ
る
一
方
向
の
学
習
動

画
の
配
信
や
双
方
向
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
実
施
す
る
に
は
、

各
家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
担
保
な

ど
大
き
な
課
題
が
あ
る
が
、
今

後
、
導
入
の
可
否
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
て
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

問　

隊
員
の
起
業
に
向
け
て
地
域

住
民
や
事
業
者
と
の
連
携
は

産
業
課
長　

あ
け
ぼ
の
大
豆
拠
点

施
設
に
協
力
隊
員
は
現
在
３
人

が
在
籍
し
、
あ
け
ぼ
の
大
豆
の

六
次
産
業
化
事
業
全
般
に
従
事

す
る
か
た
わ
ら
、
隊
員
そ
れ
ぞ

れ
が
独
自
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
各
小
学
校
に
お
い
て
総
合

的
な
学
習
の
中
で
あ
け
ぼ
の
大

豆
の
知
識
を
深
め
て
も
ら
う
活

動
や
、
移
住
者
と
し
て
の
視
点

か
ら
都
市
住
民
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

隊
員
そ
れ
ぞ
れ
が
居
住
す
る

地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活
動

に
活
か
す
た
め
、
あ
け
ぼ
の
大

豆
を
栽
培
す
る
農
家
と
の
協
働

作
業
を
推
進
し
て
い
く
。

指
定
管
理
に
伴
う
株
式
会
社
の
設
立

問　

集
客
施
設
の
管
理
運
営
の
受

け
皿
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
株
式
会
社
を
設
立
し
、

こ
の
法
人
が
指
定
管
理
者
と
し

て
の
役
割
を
担
う
べ
き
だ
が

財
政
課
長　

身
延
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
個

別
施
設
計
画
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
る
。
施
設
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
も
、
民
間
の
有
識
者

等
に
よ
る
公
共
施
設
在
り
方
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
既
存

施
設
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿

命
化
の
判
断
を
踏
ま
え
つ
つ
、

在
り
方
や
経
営
手
法
等
を
検

討
す
る
。
集
客
施
設
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
制
度
等
に
よ
る

民
間
へ
の
経
営
体
制
移
行
等
の

方
針
を
見
極
め
て
い
く
。
特
に

集
客
施
設
の
運
営
を
継
続
す
る

た
め
に
、
民
間
に
経
営
を
委
ね

る
場
合
の
受
け
皿
と
し
て
、
町

が
関
わ
る
法
人
設
立
も
一
つ
の

手
法
と
し
て
検
討
す
る
。

ここが聞きたい！

一般質問

地域おこし協力隊員の作業

問答

一般質問
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多

※

面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
の
目
的
は

農
村
の
自
然
や
景
観
を
守
る
地
域
協
働
活
動
の
促
進
で
あ
る

問　

交
付
金
の
使
途
の
例
は

産
業
課
長　

対
象
農
地
お
よ
び
農

業
用
施
設
の
点
検
や
農
地
法
面

の
草
刈
り
、
水
路
の
泥
上
げ
等

の
作
業
に
対
す
る
費
用
、
老
朽

化
が
進
む
農
業
用
施
設
の
ひ
び

割
れ
等
の
軽
微
な
補
修
、
植
栽

活
動
な
ど
で
あ
り
、
資
源
向
上

支
払
交
付
金
は
農
道
の
舗
装
、

水
路
の
改
修
な
ど
長
寿
命
化
の

た
め
の
工
事
や
更
新
と
な
る
。

問　

交
付
金
を
使
う
こ
と
が
で
き

な
い
事
例
は

産
業
課
長　

農
業
者
個
人
の
営
農

活
動
に
か
か
る
経
費
や
、
他
団

体
へ
の
寄
附
等
を
含
む
多
面
的

機
能
の
発
揮
と
関
連
し
な
い
経

費
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
の
対

象
外
と
な
る
。

問　

活
動
の
手
順
は

産
業
課
長　

事
業
開
始
当
初
に
お

い
て
、
活
動
を
実
施
す
る
活
動

組
織
ま
た
は
広
域
活
動
組
織
を

設
立
し
、
地
域
共
同
で
取
り
組

む
活
動
に
つ
い
て
、
原
則
５
年

間
の
事
業
計
画
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
　

認
定
後
、
毎
年
、
町
に
当
該

年
度
の
交
付
申
請
を
行
い
、
事

業
計
画
に
基
づ
く
活
動
を
実
施

す
る
。

　
　

年
度
末
に
は
、
日
々
の
活
動

の
作
業
内
容
や
金
銭
の
収
支
等

を
記
録
し
、
当
該
年
度
の
記
録

を
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
を
作

成
し
提
出
と
な
る
。

問　

活
動
の
報
告
は

産
業
課
長　

様
式
に
よ
り
、
活
動

記
録
、
写
真
、
金
銭
出
納
簿
を

取
り
ま
と
め
、
実
績
報
告
書
を

作
成
し
町
に
提
出
す
る
。

　
　

主
な
報
告
書
類
は
点
検
記
録

簿
、
総
会
資
料
、
研
修
資
料
、

外
注
に
伴
う
見
積
書
や
契
約

書
、
日
当
を
支
払
う
た
め
の
出

勤
簿
等
に
な
る
。

問　

交
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い

も
の
の
考
え
は

産
業
課
長　

対
象
と
な
る
農
用
地

を
基
本
的
に
農
振
農
用
地
区
域

内
と
定
め
て
い
る
。

　
　

こ
の
区
域
外
の
活
動
お
よ
び

農
業
者
個
人
の
営
農
活
動
に
か

か
る
経
費
や
、
他
団
体
へ
の
寄

附
等
を
含
む
多
面
的
機
能
の
発

揮
に
関
連
づ
か
な
い
経
費
に
つ

い
て
は
、
交
付
金
の
対
象
外
と

な
る
。

問　

交
付
金
対
象
事
業
は

産
業
課
長　

計
画
当
初
に
認
定
を

受
け
た
事
業
計
画
事
業
が
対
象

と
な
る
。

　
　

例
を
挙
げ
る
と
日
当
、購
入
・

リ
ー
ス
費
、
外
注
費
、
そ
の
他
、

次
年
度
へ
の
持
越
金
が
該
当
。

問答

一般質問

※多面的機能支払交付金制度
　水路、農道、ため池および法面等、農業を支える共用の設備を維持管理す
るための地域の共同作業に支払われる交付金である。
　「多面的機能」は、農地の洪水抑止機能に代表される農業の二次的な機能
を指す。平成 26年度 ４月１日より実施された。 
　多面的機能支払交付金は、それまでの「農地・水保全管理支払交付金」
が組み換え、拡充されたものであり、「中山間地域等直接支払交付金」およ
び「環境保全型農業直接支援対策」と並んで、日本型直接支払制度の一つ
である。

野
の

島
じま

　俊
としひろ

博 議員

※町ホームページの議会映像から
一般質問の様子等が閲覧できます。
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問　

町
防
災
計
画
で
は
専
ら
大
規

模
地
震
等
を
想
定
し
た
計
画
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
よ
う

な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

想
定
し
、　

地
域
医
療
機
関
と

連
携
し
た
計
画
が
求
め
ら
れ
る

が
、
計
画
の
見
直
し
は

交
通
防
災
課
長　

今
回
の
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災

計
画
に
お
け
る「
一
般
災
害
編
」

中
の
防
疫
計
画
に
お
い
て
迅
速

か
つ
的
確
な
防
疫
活
動
を
行
い

感
染
症
の
多
発
を
防
止
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
計
画
の
見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

27
年
に
策
定
さ
れ
た
身
延
町

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動

計
画
に
基
づ
く
対
策
と
し
て
、

４
月
８
日
に
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
て
、
全
庁
で
感
染
防
止

対
策
に
向
け
て
対
応
を
し
て
お

り
、
３
密
を
避
け
る
た
め
、
避

難
所
屋
内
テ
ン
ト
や
非
接
触
型

体
温
計
、
使
い
捨
て
手
袋
等
、

感
染
防
止
備
蓄
品
の
配
備
を
充

実
し
て
い
く
。

小
中
学
校
に
お
け
る
臨
時
休

校
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
対
応

問　

小
中
学
校
で
は
長
期
間
臨
時

休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

臨
時
休
校
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

対
応
は

学
校
教
育
課
長　

小
中
学
校
と

も
夏
季
休
業
日
等
を
縮
減
す
る

こ
と
に
よ
り
、
2
年
度
の
授
業

日
数
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で

あ
る
。
小
中
学
校
と
も
７
月
31

日
ま
で
授
業
を
継
続
す
る
こ
と

と
し
、
小
学
校
の
夏
季
休
業
日

は
当
初
計
画
よ
り
11
日
間
縮
減

し
、８
月
１
日
か
ら
23
日
ま
で
、

中
学
校
の
夏
季
休
業
日
は
当
初

計
画
よ
り
13
日
縮
減
し
、
８
月

１
日
か
ら
19
日
ま
で
と
し
て
授

業
日
数
を
確
保
し
て
い
く
。

教
育
情
報
機
器
タ
ブ
レ
ッ
ト

  

（
Ｉ
Ｔ
端
末
）
の
早
期
整
備

問　

小
中
学
校
で
は
長
期
間
の
臨

時
休
校
と
な
っ
た
が
、
テ
レ
ビ

等
で
は
Ｉ
Ｔ
機
器
を
用
い
た
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
が
報
じ
ら
れ
、

児
童
生
徒
と
教
師
間
を
連
絡
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
が

改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
早

急
に
児
童
生
徒
へ
１
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
を

学
校
教
育
課
長　
※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る
パ
ソ
コ

ン
配
備
に
つ
い
て
は
公
立
学
校

情
報
機
器
整
備
費
補
助
金
を
有

効
に
活
用
し
、
児
童
生
徒
へ
１

人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ

コ
ン
の
整
備
を
し
て
い
く
。

個
人
事
業
者
に
対
す
る

　
　
　
　

町
独
自
の
支
援

問　

感
染
症
対
策
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
に
よ
り
、
町
内
の
製
造

業
者
や
観
光
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

は
長
期
間
の
休
業
等
に
よ
り
経

営
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る

と
思
う
が
、
町
独
自
の
支
援
は

出
来
な
い
か

観
光
課
長　

町
で
は
、
早
期
に
町

内
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

国
の
助
成
制
度
に
よ
る
雇
用
調

整
助
成
金
ま
た
、
持
続
化
給
付

金
の
相
談
会
に
、
社
会
保
険
労

務
士
等
を
町
単
独
で
派
遣
を
行

い
商
工
会
へ
委
託
事
業
と
し
て

実
施
し
、
制
度
の
説
明
や
申
請

書
類
の
作
成
等
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
向
け
た
防
災
計
画
の
見
直
し
は

防
疫
計
画
で
対
応
す
る
た
め
、
見
直
し
は
し
な
い

問答

一般質問

※ＧＩＧＡスクール構想
　全国の学校で義務教育
を受ける児童生徒に 1人
1台の学習用パソコンやク
ラウドを前提とした高速
ネットワーク環境などを
整備する 5年間の計画を
まとめたもの。

望
もちづき

月　悟
ご

良
ろう

 議員
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問　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
社
会
・

経
済
の
停
滞
で
温
泉
会
館
と
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
併
合
施
設
建
設
を

考
え
直
す
こ
と
が
必
要
で
は

施
設
整
備
課
長　

民
間
資
金
に
よ

り
、
建
設
と
運
営
を
行
う
た
め

の
共
同
企
業
体
の
設
立
が
遅
れ

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
事
業

計
画
通
り
に
進
め
て
い
く
。

問　

民
間
資
金
導
入
で
も
有
利
な

債
務
で
も
町
民
の
借
金
が
増
え

る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
計
画
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ

施
設
整
備
課
長　

建
設
さ
れ
た

施
設
を
10
億
円
で
取
得
す
る
が

合
併
特
例
債
８
億
円
を
充
当

す
る
。
特
例
債
は
交
付
税
措
置

で
70
％
が
町
に
交
付
さ
れ
る
の

で
、
有
利
な
起
債
で
あ
る
。

問　

同
様
に
中
学
校
建
設
も
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
は

施
設
整
備
課
長　

３
月
に
は
地

権
者
と
の
用
地
交
渉
が
終
結
し

た
。
財
源
は
、
国
庫
補
助
金
以

外
は
町
の
単
独
費
で
、
教
育
施

設
整
備
基
金
や
合
併
特
例
事
業

債
を
充
当
し
、
４
年
度
５
年
度

で
建
設
を
施
行
し
、
6
年
度
に

は
開
校
す
る
予
定
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
本
町
へ
の
影
響

問　

解
雇
や
雇
い
止
め
に
あ
っ
た

人
、
破
綻
企
業
は
。
ま
た
、
医

療
従
事
者
や
福
祉
施
設
関
係

の
人
の
声
は
届
い
て
い
る
か

観
光
課
長　

県
内
で
１
２
６
人
と

い
う
報
道
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

中
に
は
町
内
者
は
な
い
。
破
綻

企
業
も
な
い
。
医
療
従
事
者
等

の
切
実
な
訴
え
は
届
い
て
い
な

い
。

問　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
検
査
数
が
少

な
か
っ
た
の
で
、
感
染
者
数
が

正
確
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
指

摘
が
あ
る
。
※
抗
原
抗
体
検
査

で
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
こ
と

で
、
町
民
の
安
心
安
全
を
図
る

こ
と
は
ど
う
か

福
祉
保
健
課
長　

緊
急
事
態
措
置

の
解
除
に
よ
っ
て
、
第
２
波
第

３
波
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
抗
体
検
査
の
キ
ッ
ト
が
出

回
っ
て
い
な
い
し
、
正
確
性
、

科
学
的
根
拠
も
示
さ
れ
て
い
な

い
。
普
及
す
る
ま
で
は
慎
重
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活
用

問　

先
進
地
視
察
は
実
施
し
た

か
。
し
て
い
な
い
の
な
ら
資
料

の
取
り
寄
せ
等
は
ど
う
か

産
業
課
長　

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
、
先
進
地
視
察
は
ま
だ
行
っ
て

い
な
い
。
森
林
経
営
管
理
実
施
計

画
を
策
定
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問　

元
年
９
月
と
11
月
に「
森
林
・

林
業
体
験
ツ
ア
ー
」
が
実
施
さ

れ
県
内
外
で
29
人
が
参
加
し
、

移
住
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
に

森
林
環
境
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
教
育

し
て
ほ
し
い
が

学
校
教
育
課
長　

本
町
で
も
移

住
情
報
の
発
信
に
努
め
る
。
小

学
５
年
生
用
の
社
会
科
副
読
本

「
く
ら
し
と
森
林
」
な
ど
を
活

用
し
、森
林
学
習
に
取
り
組
み
、

体
験
教
育
な
ど
も
実
施
し
て
い

る
。

一般質問

温
泉
会
館
建
設
計
画
は
立
ち
止
ま
っ
て
再
考
を

現
在
の
計
画
通
り
に
進
め
た
い

問答

芦
あしざわ

澤　健
たけひろ

拓 議員

※抗原抗体検査
　新型コロナウイルスのような異物（抗原）が体
内に入ってくると、これを退治しようと抗体と呼
ばれるタンパク質ができる。この抗原や抗体が体
内にできているかどうかを調べるのが抗原抗体
検査で、これを持っている人が多ければ次の感染
爆発を抑えることができる。少なければ同じよう
な第２波・第３波が起きる可能性があるというこ
とである。
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新
型
コ
ロ
ナ
で
避
難
所
の「
３
密
」が
懸
念
さ
れ
る
が

対
策
本
部
を
設
置
し
感
染
防
止
に
迅
速
か
つ
総
合
的
に
推
進
す
る

問　

元
年
は
本
町
で
も
避
難
勧
告

が
発
令
さ
れ
た
。
町
の
指
定
避

難
所
へ
避
難
す
る
場
合
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
か

ら
避
難
所
の
「
３
密
」
の
状
況

が
考
え
ら
れ
る
。
町
の
新
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

交
通
防
災
課
長　

町
に
お
い
て
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
修
正

を
必
要
に
応
じ
て
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。
概
に
改
定
等
に
着

手
し
て
お
り
、
雨
期
前
に
は
職

員
に
説
明
会
を
行
え
る
よ
う
準

備
し
て
い
る
。
27
年
３
月
に
策

定
し
た
「
身
延
町
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
行
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
去
る
４
月
８
日
に
対
策

本
部
を
設
置
す
る
と
共
に
、
感

染
防
止
に
つ
い
て
迅
速
か
つ
総

合
的
に
推
進
し
て
い
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

人
か
ら
人
へ
の
飛
沫
感
染
、
濃

厚
接
触
に
よ
る
感
染
が
懸
念
さ

れ
る
。
先
日
配
布
さ
れ
た
「
洪

水
・
土
砂
災
害
」
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
、
町
内
全
域
で
体
育
館

の
避
難
所
は
数
多
く
、
そ
こ
に

大
勢
の
住
民
が
一
斉
に
避
難
す

れ
ば
「
3
密
」
状
態
に
な
る
が

交
通
防
災
課
長　

５
月
末
日
に「
身

延
町
民
の
皆
様
に
災
害
発
生
時

の
お
願
い
」（
コ
ロ
ナ
編
）
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。
町
と
し

て
、
避
難
所
の
開
設
等
に
は
万

全
を
期
し
準
備
し
て
い
る
。
事

前
に
親
戚
や
ご
近
所
の
方
々

と
ど
こ
へ
、
ど
の
様
に
避
難
す

る
の
か
決
め
て
行
動
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、チ
ラ
シ
の
中
に
は
、

無
理
せ
ず
家
の
中
で
は
で
き
る

だ
け
上
階
へ
避
難
す
る
「
垂
直

避
難
」
に
つ
い
て
も
検
討
を
お

願
い
し
て
い
る
。

問　

感
染
症
対
策
の
備
蓄
品
購
入

予
定
は

交
通
防
災
課
長　

購
入
品
目
に
つ

い
て
は
福
祉
保
健
課
と
協
議

し
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
90
セ

ッ
ト
、不
繊
布
マ
ス
ク
5
万
枚
、

非
接
触
型
体
温
計
43
個
、
使
い

捨
て
手
袋
４
３
０
０
枚
、
防
護

服
２
５
８
枚
、
避
難
所
屋
内
テ

ン
ト
60
個
、
備
蓄
倉
庫
12
棟
を

購
入
す
る
。

未
利
用
公
共
施
設
空
き
校
舎

問　

旧
久
那
土
小
中
学
校
を
災
害

避
難
所
と
し
て
利
用
で
き
な
い

か
財
政
課
長　

未
利
用
公
共
施
設
空

き
校
舎
に
つ
い
て
は
、
電
気
、

水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
現

在
休
止
し
て
い
る
の
で
、
す
ぐ

に
利
用
で
き
な
い
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
策
で
、
国
で
は
企

業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
等
、
在
宅
勤

務
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
本

町
の
空
き
校
舎
に
企
業
を
誘
致

す
る
に
は
、
電
気
、
水
道
、
通

信
設
備
は
必
要
で
は
な
い
か

財
政
課
長　

現
在
、
未
利
用
公
共

施
設
活
用
検
討
委
員
会
で
利

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
今
後
の
提
言
に
よ
り
施
設

の
維
持
管
理
の
方
向
性
を
見

出
し
た
い
。

粗
大
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

問　

嬲な
ぶ

り
沢
工
事
用
敷
設
道
路
脇

に
粗
大
ゴ
ミ
が
不
法
投
棄
さ
れ

て
い
る
。
進
入
路
入
口
に
バ
リ

ケ
ー
ド
が
で
き
な
い
か

環
境
上
下
水
道
課
長　

入
口
に
バ

リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
た
。
今
後
、

関
係
機
関
と
協
議
し
、
車
両
進
入

防
止
柵
等
の
設
置
を
検
討
す
る
。

問答

一般質問

三沢地内 嬲り沢入口

上
うえ

田
だ

　孝
こう

二
じ

 議員
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問　

元
年
の
台
風
被
害
、
2
年
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
、
悪
条
件
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
の
自

然
の
里
の
展
望
を
ど
う
考
え
て

い
る
か

町
長　

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
先
が
読

め
な
い
が
、
感
染
対
策
を
し
っ

か
り
取
る
中
で
、
Ｐ
Ｒ
を
県
内

外
に
し
て
、
挽
回
を
し
て
い
け

れ
ば
と
思
う
。

問　

自
然
の
里
周
辺
の
自
然
条
件

を
活
用
し
て
、
親
子
で
遊
び
体

験
が
で
き
る
よ
う
な
施
設
整
備

は
考
え
な
い
か
。

町
長　
「
大
人
を
子
ど
も
に
、
子

ど
も
を
大
人
に
」
と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
、
昨
今

の
健
康
志
向
も
あ
る
の
で
、
富

士
見
山
の
登
山
と
か
、
自
転
車

で
林
道
を
走
る
と
か
、
そ
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
も
取
り
入
れ
て

い
け
れ
ば
と
思
う
。

し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り

問　

名
所
化
す
る
こ
と
は
結
構
だ

が
、
観
光
外
貨
獲
得
も
目
的
の
一

つ
だ
と
思
う
。
今
後
、
大
型
バ
ス

駐
車
場
を
早
川
沿
い
の
残
土
置
場

の
活
用
と
聞
い
た
が
送
迎
計
画
は

観
光
課
長　

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
を

中
心
と
し
た
管
理
運
営
計
画

を
、
㈱
エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

に
業
務
委
託
し
、
策
定
業
務
を

進
め
て
い
る
。

　
　

送
迎
計
画
は
、
走
行
経
路
や

安
全
性
を
鑑
み
、
ク
ラ
フ
ト
パ

ー
ク
の
指
定
管
理
者
の「
㈱
か

い
す
た
」と
充
分
協
議
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

問　

駐
車
場
の
建
設
に
よ
り
、
地

元
業
者
の
出
店
広
場
的
な
計
画

は
あ
る
か

観
光
課
長　

地
元
業
者
の
出
展
場

所
、
方
法
に
つ
い
て
は
山
梨
県

な
ら
び
に
指
定
管
理
者
の
「
㈱

か
い
す
た
」
と
実
現
で
き
る
よ

う
協
議
し
て
い
く
。

問　

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
へ
の
交
通

渋
滞
解
消
の
迂
回
路
計
画
が
必

要
で
は
な
い
か

観
光
課
長　

地
形
や
用
地
取
得
、

物
件
補
償
な
ど
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
々
あ

り
、
現
在
、
計
画
は
な
い
が
、

今
後
の
実
現
性
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

あ
け
ぼ
の
大
豆

問　

５
年
後
の
生
産
目
標
30
ト
ン

計
画
と
は

産
業
課
長　

基
準
値
と
な
る
30
年

度
の
実
績
20
ト
ン
に
対
し
、
６

年
度
ま
で
に
30
ト
ン
に
す
る
と

い
う
も
の
で
、
今
後
も
耕
作
面

積
の
拡
大
を
図
り
、
目
標
値
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
生
産
量

の
増
加
を
目
指
す
。

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
は
、
今
や
商

標
登
録
さ
れ
、
地
域
、
世
間
で

も
評
判
は
良
い
が
、
販
売
価
格

を
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か

産
業
課
長　

大
豆
の
流
通
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ａ
ほ
か
加
工
業
者
、

小
売
店
な
ど
と
生
産
者
に
よ
る

直
接
取
引
で
行
わ
れ
て
お
り
、

販
売
価
格
は
生
産
者
と
買
い
手

に
よ
る
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り

設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　

町
は
取
引
に
関
わ
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
あ
け
ぼ
の
大
豆

振
興
協
議
会
と
協
力
し
て
、
品

質
の
保
持
、
優
位
性
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
る
市
場
価
値
の
向
上
を
図

り
、
生
産
者
の
所
得
向
上
に
つ

な
げ
た
い
。

一般質問

今
後
の
「
み
の
ぶ
自
然
の
里
」
の
展
望
は

感
染
対
策
を
徹
底
し
、
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
挽
回
し
た
い

問答

川
かわぐち

口　福
ふくぞう

三 議員

駐車場予定地（早川沿い残土置場）
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渡
わたなべ

辺　文
ふみ

子
こ

 議員

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
専
門
相
談
窓
口
は

感
染
に
関
す
る
相
談
は
福
祉
保
健
課
が
対
応
す
る

問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

る
町
民
の
生
活
上
の
困
り
ご
と

や
、
制
度
の
活
用
に
専
門
の
体

制
を
確
立
し
、
相
談
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
福
祉
保
健
課
長　

生
活
上
の
困
り

ご
と
で
な
く
感
染
に
関
す
る
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
町
は

福
祉
保
健
課
が
相
談
窓
口
と
な

り
対
応
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
事
業
相
談
窓
口

は
広
報
を
通
じ
電
話
番
号
の
周

知
を
図
る
。

問　

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
手

続
き
を
迅
速
に
す
る
た
め
の
町

独
自
の
支
援
策
は

企
画
政
策
課
長　

各
課
か
ら
応
援

職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
を

含
む
19
人
が
取
り
組
み
、本
庁
、

支
所
・
出
張
所
各
2
カ
所
の
計

５
カ
所
で
窓
口
対
応
し
た
。

　
　

受
付
の
み
な
ら
ず
申
請
書
の

作
成
支
援
業
務
も
実
施
し
、
最

初
の
一
週
間
は
、
土
曜
日
・
日

曜
日
・
夜
間
も
対
応
し
た
。

問　

子
ど
も
の
健
診
、
予
防
接
種

が
受
け
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が

あ
る
と
聞
い
た
が
、
現
状
は

子
育
て
支
援
課
長　

３
月
、
４
月

予
定
の
乳
児
健
診
は
中
止
し
た

が
、
６
月
２
日
に
乳
児
健
診
、

１
歳
６
カ
月
健
診
も
実
施
し
た
。

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た
。

問　

小
中
学
校
の
休
校
が
長
期
化

す
る
中
で
、
学
習
機
会
の
確
保

に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活

や
心
の
ケ
ア
は
ど
う
取
り
組
ま

れ
て
い
る
か

学
校
教
育
課
長　

担
任
が
定
期
的

に
家
庭
訪
問
し
、
予
習
復
習
プ

リ
ン
ト
で
学
力
定
着
に
取
り
組

ん
だ
。
小
中
学
校
も
夏
季
休
業

日
等
を
縮
減
し
授
業
日
数
を
確

保
す
る
。

　
　

学
級
担
任
や
養
護
教
諭
等
を

中
心
に
、
児
童
生
徒
の
状
況
を

的
確
に
把
握
し
、
健
康
相
談
等

の
実
施
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
に
よ
る
支
援
を
行
い
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
起
因
と

す
る
、
い
じ
め
・
偏
見
・
ス
ト

レ
ス
等
、
心
の
健
康
問
題
に
適

切
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
町

独
自
の
支
援
策
は

子
育
て
支
援
課
長　

本
町
は
、
従

来
か
ら
子
育
て
支
援
は
か
な
り

高
い
レ
ベ
ル
で
実
施
し
て
い
る
。

　
　

国
か
ら
の
追
加
交
付
の
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

高
校
生
、
大
学
生
、
専
門
学

校
生
へ
の
支
援
策
は

企
画
政
策
課
長　

高
校
２
年
・
３

年
生
に
町
単
独
で
３
万
円
を
給

付
。
大
学
生
等
に
つ
い
て
は
、

国
よ
り
学
生
支
援
緊
急
給
付
金

が
困
窮
学
生
に
最
大
20
万
円
が

給
付
さ
れ
る
。

問　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
町

独
自
の
支
援
策
は

財
政
課
長　

全
町
民
対
象
に
町
内

限
定
の
１
万
円
の
商
品
券
を
配

布
な
ど
。　

 

（
P
２
・
３
参
照
）

区
要
望
事
項
の
提
出

問　

2
年
度
か
ら「
新
規
の
要
望
」

の
み
提
出
と
あ
り
、
町
民
の
中

に
誤
解
や
混
乱
が
あ
っ
た
。
も

う
少
し
丁
寧
な
対
応
が
必
要
だ

が
、
継
続
要
望
に
つ
い
て
も
回

答
す
る
の
か

総
務
課
長　

3
年
度
は
初
区
長

会
で
詳
細
な
説
明
を
し
、
書
面

で
も
分
か
り
や
す
い
工
夫
を
す

る
。
ま
た
、
継
続
要
望
も
回
答

す
る
。

問答

感染症事業相談窓口
0556−20−4611

（中富すこやかセンター）
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問　

地
域
経
済
の
拡
大
に
は
、
地

域
で
の
経
済
循
環
が
大
事
。
町

内
で
で
き
る
こ
と
は
町
内
で
回

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
町
の

考
え
は

財
政
課
長　

町
内
中
小
企
業
へ

の
発
注
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

問　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
で
ど
ん
な
町
を
目
指

し
て
い
る
の
か

町
長　
「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た　

育
っ
て
よ
か
っ
た　

住
ん
で
よ

か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
。

問　

雇
用
を
守
る
こ
と
、
企
業
を

守
る
こ
と
が
第
一
、
町
の
経
済

活
性
化
対
策
と
し
て
何
を
考
え

て
い
る
か

企
画
政
策
課
長　

地
方
創
生
は
、

「
ひ
と
」
が
中
心
で
あ
り
、
長

期
的
に
は
地
方
で
「
ひ
と
」
を

つ
く
り
、「
ひ
と
」
が
「
し
ご

と
」、「
ま
ち
」
を
つ
く
る
と
い

う
流
れ
を
確
か
な
も
の
に
し
て

い
く
。

問　

旧
大
河
内
小
学
校
の
改
修
が

計
画
さ
れ
、
一
括
発
注
を
考
え

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

な
ぜ
か

財
政
課
長　

本
事
業
に
お
け
る
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

旧
校
舎
内
建
築
改
修
工
事
が
主

体
と
な
っ
て
い
る
。
工
程
、
進

捗
に
合
わ
せ
て
連
携
が
必
要
で

あ
り
、
一
括
発
注
と
し
た
。

農
業
振
興
に
よ
る
新
た
な
地
域
産
業

問　

生
産
物
を
販
売
で
き
る
施
設

と
買
い
や
す
い
仕
組
み
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

産
業
課
長　

農
産
物
の
販
売
の
場

を
増
や
す
取
り
組
み
を
進
め
た

い
。

問　

第
２
期
の
計
画
で
、
82
％
を

占
め
る
森
林
資
源
活
用
に
つ
い

て
の
考
え
が
な
い
理
由
は

産
業
課
長　

３
年
度
以
降
に
策
定

予
定
の
森
林
経
営
管
理
実
施
計

画
に
よ
り
、森
林
整
備
の
方
針
、

木
材
利
用
の
推
進
な
ど
の
基
本

方
針
を
定
め
る
。

観
光
資
源
の
魅
力
ア
ッ
プ

問　

下
部
温
泉
の
魅
力
ア
ッ
プ
だ

が
、
何
を
実
行
し
て
い
く
計
画

か
。
考
え
て
い
る
行
動
は

観
光
課
長　

温
泉
郷
の
在
り
方
を

考
え
る
包
括
的
河
川
占
用
、
環

境
省
が
提
唱
す
る
「
新
・
湯
治
」

推
進
、
下
部
観
光
協
会
や
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
補
助
金
が
あ
る
。

問　

身
延
山
門
内
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
歴
史
文
化
を
伝
え
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

だ
と
思
う
が

観
光
課
長　

町
、
身
延
山
観
光
協

会
お
よ
び
身
延
山
の
３
者
か
ら

な
る
身
延
山
歴
史
文
化
協
議
会

を
開
催
し
、
話
し
合
い
を
重
ね

て
お
り
、
環
境
整
備
等
を
検
討

し
て
い
く
。

問　

町
内
各
観
光
施
設
へ
の
入
り

　

込
み
客
数
は
、
６
年
に
59
万
５

　

千
人
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、

以
前
は
２
０
０
万
人
と
い
う
目

標
で
あ
っ
た
。
問
題
点
は

観
光
課
長　

入
り
込
み
客
数
の
減

少
は
目
標
を
下
げ
た
も
の
で
は

な
い
。
町
内
全
体
で
の
算
出
は

困
難
で
あ
り
、
観
光
施
設
14
カ

所
を
設
定
し
算
出
す
る
こ
と
と

し
た
。

地
域
経
済
の
拡
大
に
町
内
事
業
者
の
活
用
推
進
を

町
内
企
業
の
発
注
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

問答

田
た

中
なか

　一
かずやす

泰 議員

旧大河内小学校
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議
案
第
65
号

▼
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

問　

ド
ロ
ー
ン
の
購
入
費
、
な
ぜ

今
な
の
か

財
政
課
長　

今
後
の
本
町
へ
の
集

客
等
も
踏
ま
え
た
観
光
事
業
へ

の
一
つ
の
手
段
と
し
て
動
画
を

発
信
し
て
い
き
た
い
。
町
の
経

済
対
策
等
、
本
町
へ
来
て
い
た

だ
く
よ
う
な
事
業
も
踏
ま
え
て

い
る
。

町
長　

現
在
２
台
あ
る
が
、
防
災

で
活
用
す
る
も
の
で
、
特
に
高

感
度
カ
メ
ラ
の
1
台
は
補
助

金
を
受
け
て
い
る
の
で
、
防
災

の
み
の
使
い
方
に
制
限
を
さ
れ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
が
終
結
し
た

ら
、
身
延
へ
来
て
い
た
だ
き
た

い
と
。
そ
う
い
う
準
備
行
為
で

あ
る
。

問　

子
ど
も
た
ち
に
配
布
す
る
マ

ス
ク
は

財
政
課
長　

学
校
に
マ
ス
ク
が
足

り
な
か
っ
た
り
し
て
は
い
け
な

い
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
用
意

し
、
配
膳
用
の
手
袋
は
す
ぐ
に

購
入
し
、
子
ど
も
た
ち
の
給
食

の
配
膳
に
使
っ
て
い
く
。

問　

便
利
屋
タ
ク
シ
ー
活
用
補
助

金
は

交
通
防
災
課
長　

買
い
物
代
行
や
、

　

病
院
の
予
約
、
薬
の
受
け
取
り

　

な
ど
を
想
定
し
、
30
分
ま
で
千

円
、
以
降
15
分
ご
と
に
５
０
０

円
と
い
う
料
金
設
定
で
、
最
初

の
30
分
を
補
助
す
る
。

問　

防
災
備
蓄
倉
庫
購
入
費
の
増

額
は

交
通
防
災
課
長　

避
難
所
感
染
予

防
備
品
等
の
備
蓄
品
増
量
に
よ

り
、
購
入
予
定
の
備
蓄
倉
庫
の

規
格
を
変
更
す
る
も
の
。

問　

飲
食
店
等
応
援
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
内
容
は

観
光
課
長　

売
上
が
減
少
し
て
い

る
町
内
の
飲
食
店
、
宿
泊
事
業

所
、
土
産
品
な
ど
の
小
売
店
等

の
支
援
を
行
い
、
購
入
者
が
支

援
し
た
い
店
の
チ
ケ
ッ
ト
を
事

前
に
購
入
し
て
応
援
す
る
も
の

で
、
支
援
先
の
店
に
事
前
に
資

金
が
届
く
仕
組
み
。
購
入
者
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
て
、
支
援
先
の
チ
ケ

ッ
ト
を
申
し
込
む
と
購
入
者
に

チ
ケ
ッ
ト
が
送
付
さ
れ
、
２
割

増
し
の
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ
ト

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。（
Ｐ
2
参
照
）

問　

現
在
、
県
外
に
出
て
い
る
学

生
の
生
活
が
非
常
に
困
窮
し
て

い
る
と
思
う
。
救
済
対
策
を

町
長　

第
２
次
の
交
付
金
の
時
に

は
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問　

町
民
１
人
に
１
万
円
の
商
品

券
を
配
布
す
る
事
業
で
、
町
内

の
事
業
所
が
少
な
く
て
、
使
え

な
い
が

町
長　

今
回
、
商
工
会
と
の
検
討

の
中
で
、
町
内
に
本
店
を
有
す

る
と
こ
ろ
へ
確
実
に
落
ち
る
券

が
半
分
の
５
千
円
。
セ
ル
バ
等

も
含
め
た
中
で
使
え
る
券
を

５
千
円
に
分
け
よ
う
と
。
前
回

の
よ
う
に
大
型
店
に
す
べ
て
が

流
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
の
是
正

を
考
え
て
い
る
。（
Ｐ
2
参
照
）

問　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
給
付

金
、
高
校
１
年
生
に
は
支
給
さ

れ
な
い
の
か

子
育
て
支
援
課
長　

高
校
１
年
生

は
、
児
童
手
当
の
支
給
に
伴
い
、

上
乗
せ
分
の
国
の
１
万
円
と
、

町
の
１
万
３
千
円
が
支
給
さ
れ

る
の
で
、
今
回
の
受
給
対
象
者

か
ら
外
れ
る
。（
Ｐ
3
参
照
）

請
願
第
１
号

▼
国
に
対
し
「
消
費
税
率
５
％

へ
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

賛
成　

渡
辺
文
子
議
員

　
　

消
費
税
を
減
税
す
る
こ
と
は

所
得
の
少
な
い
人
ほ
ど
手
厚
く

な
る
重
要
な
生
活
支
援
策
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
終
息
に
向
か
う
時
期
に
は
、

最
も
効
果
的
な
消
費
喚
起
、
需

要
拡
大
効
果
と
な
る
。
こ
の
消

費
税
５
％
へ
の
減
税
は
多
く
の

町
民
、
国
民
の
願
い
な
の
で
賛

成
。

反
対　

伊
藤
達
美
議
員

　
　

財
政
赤
字
が
さ
ら
に
拡
大
す

る
こ
と
は
、
絶
対
に
避
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
安
定
的
な
収

入
税
収
を
確
保
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
わ
け
で
、
こ
こ
で
減
税

を
す
る
こ
と
は
、
さ
ら
な
る
財

政
の
悪
化
を
招
く
こ
と
に
な
り

反
対
。

賛
成　

田
中
一
泰
議
員

　
　

現
状
の
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見

て
も
５
％
、
で
き
れ
ば
５
％
よ

り
も
っ
と
下
げ
て
も
い
い
の
か

な
と
思
う
。５
％
ま
で
下
げ
て
、

国
民
の
負
担
、
町
民
の
負
担
を

減
ら
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の

で
賛
成
。

反
対　

福
與
三
郎
議
員

　
　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
医
療
費
、
介
護
費
等
の
社

会
保
障
コ
ス
ト
が
猛
烈
な
勢
い

で
膨
ら
み
続
け
て
い
る
。
持
続

可
能
で
安
定
し
た
社
会
保
障
制

度
は
何
と
し
て
も
堅
持
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

加
え
て
、
教
育
費
無
償
化
の

充
実
に
向
け
た
財
源
の
確
保

は
待
っ
た
な
し
で
必
要
で
あ
る

と
の
結
論
の
も
と
、
こ
の
消
費

税
は
決
定
を
さ
れ
、
こ
れ
に
対

し
て
５
％
の
引
き
下
げ
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

は
反
対
。

本
会
議

◎
質
疑

◎
討
論
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議案に対する賛否 
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

伊
藤
雄
波

伊
藤
達
美

望
月
悟
良

赤
池　

朗　
　
　

上
田
孝
二

田
中
一
泰

野
島
俊
博

河
井　

淳

芦
澤
健
拓

福
與
三
郎

渡
辺
文
子

川
口
福
三

広
島
法
明

柿
島
良
行

●請願 ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

請願第１号
国に対し「消費税率５％への引き下
げを求める意見書」の提出を求める
請願書について

× × × × × ○ × × × × ○ × ×

●人事案件

諮問第１号
人権擁護委員候補者の推薦につき
意見を求めることについて
（西嶋　伊藤宗範氏　再任）

異議なしのため、適任と意見を付すことに決定

出席議員全員賛成にて可決・同意・採択されたもの
• 報告第	 6号	 �専決処分の承認を求めることについて（身延町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正

する条例）
• 議案第	56号	 身延町介護保険条例の一部を改正する条例について
• 議案第	57号	 令和２年度身延町一般会計補正予算（第３号）
• 議案第	58号	 令和２年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
• 議案第	59号	 令和２年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
• 議案第	60号	 令和２年度身延町介護保険特別会計補正予算（第１号）
• 議案第	61号	 令和２年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
• 議案第	62号	 令和２年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）
• 議案第	63号	 令和２年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第１号）
• 同意第	 1号	 身延町農業委員会委員の選任について （三沢　上田　博氏）
• 同意第	 2号	 身延町農業委員会委員の選任について （飯富　佐野文秀氏）
• 同意第	 3号	 身延町農業委員会委員の選任について （下山　山下　貴氏）
• 同意第	 4号	 身延町農業委員会委員の選任について （門野　久保田茂和氏）
• 同意第	 5号	 身延町農業委員会委員の選任について （西嶋　笠井雄一氏）
• 同意第	 6号	 身延町農業委員会委員の選任について （八坂　今福歳男氏）
• 同意第	 7号	 身延町農業委員会委員の選任について （大野　片田文徳氏）
• 同意第	 8号	 身延町農業委員会委員の選任について （切石　深沢勝一氏）
• 同意第	 9号	 身延町農業委員会委員の選任について （車田　二宮喜昭氏）
• 同意第	10号	 身延町農業委員会委員の選任について （福原　河西美惠子氏）
• 同意第	11号	 身延町農業委員会委員の選任について （下山　遠藤芳樹氏）
• 同意第	12号	 身延町農業委員会委員の選任について （常葉　渡邉龍巳氏）
• 同意第	13号	 身延町農業委員会委員の選任について （長野県安曇野市穂高　望月喜雄氏）
• 同意第	14号	 身延町農業委員会委員の選任について （下山　松木　実氏）
○追加議案
• 議案第	64号	 身延町国民健康保険税条例及び身延町介護保険条例の一部を改正する条例について
• 議案第	65号	 令和２年度身延町一般会計補正予算（第４号）
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町長行政報告
望月　幹也 町長

一
日
も
早
く
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　

支
援
策
の
検
討
を
行
っ
て
い
る

◇
は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
瞬

く
間
に
全
世
界
へ
感
染
を
拡
大

し
、
４
月
16
日
全
国
に
緊
急
事

態
宣
言
が
な
さ
れ
、
山
梨
県
で

も
４
月
19
日
に
緊
急
事
態
措
置

が
行
わ
れ
、
５
月
14
日
に
終
了

し
た
が
、
そ
の
後
も
感
染
者
は

増
え
て
お
り
、
い
ま
だ
に
安
心

で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

　

経
済
活
動
の
自
粛
、
学
校
の

一
斉
休
業
な
ど
、
長
期
間
に
わ

た
る
経
済
並
び
に
生
活
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
と
し
て
も
あ
ら
ゆ
る
手
立
て

を
模
索
し
、
町
民
の
皆
様
が
一

日
も
早
く
日
常
生
活
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
支
援
策
の
検
討
を
行

っ
て
い
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
対
策
に
よ
る
特

別
定
額
給
付
金
（
10
万
円

給
付
）

　

５
月
１
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
の
受
付
を
、
18
日
か

ら
郵
送
申
請
の
受
付
を
実
施

し
て
お
り
、
６
月
５
日
現
在
で

５
３
４
４
世
帯
中
、
約
95
％

５
０
５
０
世
帯
の
方
か
ら
申
請

受
付
が
済
み
、
6
月
８
日
現
在

４
８
６
５
世
帯
91
％
の
方
に
給

付
さ
れ
て
い
る
。

●
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略

　

２
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の

５
年
間
を
期
間
と
す
る
「
第
２

期
身
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、

第
１
期
総
合
戦
略
か
ら
引
き
続

き
「
人
口
減
少
の
克
服
」
と
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
好
循
環

の
確
立
」
な
ど
を
目
指
し
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
回
の
感
染
症
拡
大

を
勘
案
す
る
な
か
で
、
直
近
に

取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
優
先
す

る
た
め
、
実
施
年
度
の
変
更
な

ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
総
合

戦
略
を
推
進
し
て
い
く
。

●
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の

限
度
額
等
の
引
き
上
げ

　

従
前
、
不
妊
治
療
に
要
し
た

医
療
費
の
自
己
負
担
額
に
対

し
、
補
助
率
３
分
の
２
、
限
度

額
40
万
円
で
あ
っ
た
も
の
を
、

2
年
４
月
１
日
か
ら
補
助
率
を

撤
廃
し
、
限
度
額
を
50
万
円
に

引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
選
任

　

両
委
員
の
任
期
が
、
２
年
７

月
19
日
に
満
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、
推
薦
、
公
募
を
受
け
付
け

た
と
こ
ろ
農
業
委
員
に
は
16
名

の
応
募
が
あ
り
、
書
類
選
考
を

経
て
、
今
議
会
に
14
名
の
同
意

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
定
員
12
名
の
応
募
が
あ
り
、

７
月
20
日
以
降
に
開
催
さ
れ
る

農
業
委
員
会
で
決
定
す
る
。

◇
結
び
に

　

３
月
末
日
に
６
人
が
退
職
、

４
月
１
日
付
け
で
新
人
７
人
を

採
用
し
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
他
の
自
治
体
と
同
様

に
年
度
当
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
奔

走
し
て
き
た
。

　

一
部
地
域
を
除
き
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
い
ま

だ
に
安
心
で
き
る
状
況
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

　

職
員
一
丸
と
な
っ
て
対
応
す

る
所
存
で
あ
る
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。　

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】　

•

元
年
度
会
計
の
決
算
処
理

•

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

•

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
か
か
る
雇
用
調
整
助
成
金
等

•

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金



15　No.63 みのぶ議会だより

令和２年５月13日（水）

報
告
第
5
号

▼
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

望
月
悟
良
議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
相
談
業
務

の
状
況
は

観
光
課
長　

社
会
保
険
労
務
士
を

町
単
独
で
派
遣
し
、
商
工
会
へ

の
委
託
で
実
施
し
て
い
る
が
、

４
月
16
日
か
ら
週
1
回
で
５
回

を
設
定
し
て
お
り
、
４
回
が
終

了
し
、
相
談
件
数
は
20
件
で
あ

る
。議

案
第
50
号

▼
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

田
中
一
泰
議
員　

子
育
て
世
帯

へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
、
国

が
１
万
円
、
町
が
上
乗
せ
で

１
万
３
千
円
と
い
う
こ
と
だ

が
、町
の
金
額
の
算
定
根
拠
は
。

　
　

ま
た
、
金
額
が
少
な
い
の
で

は
な
い
か

財
政
課
長　

３
月
議
会
で
提
案

し
た
子
ど
も
・
子
育
て
基
金
の

１
億
円
の
う
ち
１
千
万
円
を
支

給
対
象
の
子
ど
も
７
５
５
人
で

割
戻
し
た
金
額
で
、
今
後
の
事

も
考
慮
し
て
の
金
額
で
あ
る
。

赤
池
朗
議
員　

超
音
波
噴
霧
器
、

マ
ス
ク
、
消
毒
液
等
が
予
算
に

計
上
し
て
あ
る
が
、
感
染
が
全

国
的
な
状
況
の
中
、
物
資
が
入

手
困
難
と
い
う
が
、
納
入
時
期

の
見
込
は

財
政
課
長　

購
入
に
つ
い
て
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
準
備

を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
が
業
者
等
を
当
た
っ
て
お

り
、
で
き
る
だ
け
早
く
購
入
し

て
い
く
。

上
田
孝
二
議
員　

マ
ス
ク
５
万
３
千

　

枚
、
65
歳
以
上
の
人
に
10
枚
ず

つ
配
布
す
る
よ
う
に
と
予
算
計

上
し
て
あ
る
が
、
数
量
か
ら
計

算
す
る
と
、
１
枚
55
円
だ
が
、

今
、
値
崩
れ
し
て
、
安
価
に
な

る
の
で
は
な
い
か

財
政
課
長　

予
算
編
成
当
時
の
見

込
額
で
あ
る
が
、
購
入
の
際
に

は
値
段
の
交
渉
は
す
る
。

議
案
第
53
号

▼
財
産
の
取
得（
災
害
備
蓄
品
）

渡
辺
文
子
議
員　

災
害
備
蓄
品
の

量
が
多
く
て
、
町
内
業
者
が
参

入
し
づ
ら
い
と
思
う
が
、
分
割

入
札
に
し
て
町
内
業
者
で
も
対

応
で
き
る
工
夫
を
す
べ
き
で
は

な
い
か

財
政
課
長　

指
名
競
争
入
札
と
い

う
方
式
で
価
格
を
公
表
し
な
が

ら
入
札
す
る
わ
け
で
、
指
名
参

加
願
い
が
出
て
い
る
業
者
で
対

応
し
て
い
た
だ
く
。
そ
の
中
に

は
町
内
業
者
も
３
社
あ
り
指
名

し
た
。

　
　

備
蓄
品
を
扱
え
る
業
者
で
指

名
参
加
願
い
が
出
て
い
る
中
か

ら
財
務
規
則
に
基
づ
い
た
入
札

を
実
施
し
て
決
定
し
て
い
る
。

伊
藤
達
美
議
員　

予
定
価
格
が

９
９
６
万
円
で
落
札
価
格
が

５
７
０
万
円
で
あ
る
が
、
差
額

が
大
き
い
が

財
政
課
長　

予
定
価
格
は
カ
タ
ロ

グ
に
基
づ
い
た
定
価
で
、
応
札

は
各
業
者
の
調
達
出
来
る
価
格

に
な
る
の
で
差
異
が
生
じ
る
。

発
議
第
２
号

▼
身
延
町
議
会
議
員
の
報
酬

及
び
用
弁
償
等
の
特
例
に
関

す
る
条
例
制
定

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
経
済
的
な
影
響
を

受
け
て
い
る
町
民
の
心
情
に
寄

り
添
う
と
と
も
に
、
感
染
防
止

対
策
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

議
員
報
酬
を
６
カ
月
５
％
引
き

下
げ
る
。

第３回臨時会
全議案、出席議員全員賛成にて、承認・可決された
報告第 １号～５号まで全て、専決処分の承認を求めることについて
• 報告第	 1号	（身延町税条例等の一部を改正する条例）
• 報告第	 2号	（身延町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
• 報告第	 3号	（身延町国民健康保険条例の一部を改正する条例）
• 報告第	 4号	（令和２年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第１号））
• 報告第	 5号	（令和２年度身延町一般会計補正予算（第１号））
• 議案第	49号	 身延町税条例等の一部を改正する条例
• 議案第	50号	 令和２年度身延町一般会計補正予算（第２号）
• 議案第	51号	 財産の取得について（普通消防積載車１台）
• 議案第	52号	 財産の取得について（軽四輪駆動消防積載車２台）
• 議案第	53号	 財産の取得について（災害備蓄品購入）
• 議案第	54号	 財産の取得について（可搬式消防ポンプ６台）
• 議案第	55号	 身延町特別職の職員で常勤のものの給与の特例に関する条例の制定について
• 発議第	 2号	 身延町議会議員の議員報酬及び費用弁償等の特例に関する条例の制定について

◎
質
疑
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追跡 議員の質問への当局の対応、
回答後の現在はどうなっている

あの
どうなった

問

問

答

答

現
在

現
在

各小中学校におけるＩＣＴ環境の整備状況は　　　　　　　　　　　　　　
（59号令和元年６月議会）伊藤雄波議員

三沢橋から町境までの河床がかなり上がっているが、 これからの台風シーズンに 
向けて町の対応は

（60号令和元年9月議会）上田孝二議員

　本町では小学校の５年生から中学校の３年生まで１人１台のタブレット型パソ
コンの配備が完了しており、元年度はさらに小学校４年生にもグループ当たりに
１台の配備を行うため、現在準備を進めている。

　三沢川河川管理者の県が今後３年間で適正な河道を確保するため、※浚渫工事
をすると聞いている。

　具体的には、ネットワーク等通信環境
の整備は、２年第２回定例会 ( ６月 ) の
補正予算で情報通信ネットワーク環境施
設整備工事2094万１千円を計上し、タブ
レット型パソコン整備については、追加
補正予算で備品購入費1462万５千円を
計上した。２年度中に小学１年生から中
学３年生まで１人１台のタブレット型パ
ソコンを整備できることになる。

　２年３月下旬より第１期浚渫工事に
着手し、町境より三沢川上流の体積土砂
V=3130㎥を浚渫し大型ダンプにて搬出
し５月下旬１期工事は終了した。
　次期浚渫工事は河川の渇水時期に行う
予定である。

※浚渫（しゅんせつ）
河川など底面の土砂などを取り去る土木工事のこと。

一 般 質 問

第 1 期浚渫工事が終わった三沢川

現在、小学校で使用しているタブレット型パソコン
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組 合 議 会 報 告

◎定 例 会　令和２年 6 月 26 日（金）
　　　　　　　◆議案第４号　看護師、准看護師修学資金貸与条例中改正
　　　　　　　◆同意 第１号から３号　公平委員会委員の選任同意　３名
　　　　　　　※議案第４号 全員賛成で可決、同意第１～３号 全員賛成で同意。

報告者　渡辺　文子飯富病院議会

◎定 例 会　令和２年７月８日（水）
　　　　　　　◆議案第 9 号　令和 2 年度一般会計補正予算
　　　　　　　◆議案第10号　令和2年度介護保険特別会計補正予算
　　　　　　　◆議案第11号　救助工作車の売買契約締結の件
　　　　　　　※全議案、全員賛成で可決

報告者　芦澤　健拓峡南広域行政組合議会

◎定 例 会　令和２年６月 25 日（木）
　　　　　　　◆議案第１号　令和元年度 事業報告及び歳入歳出決算：全員賛成で可決
　　　　　　　◆議案第２号　正副議長の選出
　　　　　　　　　　　　　　議長　今福益行（身延町八坂）副議長　河野　誠（市川三郷町下芦川）
　　　　　　　◆議案第３号　監査委員の選任に同意
　　　　　　　　　　　　　　監査委員　北村晴一氏（市川三郷町下芦川）今福太喜男氏（市川三郷町大塚）
　　　　　　　◆議案第４号　令和２年度事業計画及び収支予算：全員賛成で可決

報告者　上田　孝二切坂山恩賜県有財産保護組合議会

　今回は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、委嘱状交付式および意見交換会が実施できません
でしたので郵送にて委嘱状を送付させていただきました。
　新型コロナウイルスの感染が収まりましたら、モニターの皆さんと意見交換会を行いたいと思いますの
で、皆さんの意見や提言をいただき、より良い議会だよりの編集に活かしたいと思います。

○議会広報モニター（任期：令和 2年 4月 1日～令和 4年 3月 31日）　敬称略
今村　壽也（下部）　　　　望月　大樹（下部）　　　　渡邊　吉美（三沢）　　　　日向　啓子（車田）
笠井　和子（西嶋）　　　　佐野　道子（西嶋）　　　　天野　恵美（切石）　　　　髙野日出美（宮木）
松木　信子（下山）　　　　佐野　　信（身延）　　　　遠藤　久子（梅平）　　　　望月　信善（大野）
佐野　勝則（門野）　　　　市川　祐樹（角打）　　　　大久保　定（帯金）
２年間、よろしくお願いします。

新議会広報モニター紹介 報告者　赤池　　朗
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★新年度予算（P2・3）
●この表だけを見て意味のわかる
のは、ごく少数の人たちだけかと
思いました。身延町はどのような
方針で予算立てしているのか、説
明してみてはいかがでしょうか。

●前年比3.2％増ですか。依存財源
率の高さ、自主財源の低さが過
去からの長い課題になっている
事は、毎年この時期に感じます。
高齢化、過疎化が進む中で自主
財源はこの先どんどん低下して
いくことは多くの市町村の課題
でしょうが、中長期の計画をしっ
かり立てて５年後 10 年後の切
迫した状況に対応して頂きたい
と感じます。５年後 10 年後に
高齢者になる私たちは個人的に
もしっかり対策をしていかなけ
ればなりませんが、その時に行
政が立ち行かなくなっていると
考えると今始めても遅いと思い
ます。１日も早い将来の計画を
進めて頂きたいと思います。

●歳入予算の自主財源中の財産収
入の財産にはどんなものがあり
ますか？歳出の費目の内訳がわ
かると、もっと関心持って、興味
深く見られると思います。今議会
で審議された案件をすべて表示
して、その案件が何ページで質
疑応答されているか出ていたら、
分かりやすくなると思います。ま
た、各々の事業の所在地と地図が
あるともっと分かりやすくなる
と思います。（私は人生の大半を
この地で過ごしているにも関わ
らず、知らない所がたくさんあり
ます。合併してますます知らない
所が多くなりました。）

★常任委員会レポート（P10 ～ 14）
●私たちが選んだ議員さんが、議会でどんな事に疑問を持ち、どのような発言をされているのか知りたいと思っています。
しかし、議会を傍聴することは、なかなかできません。議会だよりにおいては、各委員会において質問をした議員名を問
いの下に明記してほしいです。議員さんも、各種行事等への出席やら何やら大変だと思いますが、私たち町民の代表とし
て、町の施策や予算の執行状況をしっかりと見極め、提言や意見をどしどしと述べてくださることを期待しております。

●統合後の原小学校があけぼの大豆拠点施設として利用されていますが、町民でも存在を知らなかったり、何をして
いるのか知らない人がいます。私は身延町の名産品として定着したらいいと思い、応援しています。昨年末の町の広
報紙の表紙に出ていましたが、どこに行けば手に入るのかよくわかりません。セルバ、オギノ、ネット販売、イベン
ト会場とか聞きますが、宣伝不足だと思います。周知されないと利用にも限りがあるし、ネットとの接続環境を持た
ない人には身近に思えません。もっと宣伝をして手に入りやすくしてほしいと思います。この販売の仕方で収入は
目標を達成できているのでしょうか。また、この施設の運営は、今後も町主導なのでしょうか。

●全ての内容を掲載して頂くのは非常にありがたいと思いますが、ボリュームも多くページを多く使うので写真掲載
が必要な内容、問答形式の掲載がいいもの、結果を箇条書きでいいものなど記事の重要性や話題性など必要に応じ
ての掲載を考えてもいいのかと思います。今後の検討をお願いいたします。

●マイナンバーカードについての質問があるなかで、身延町では１８％強の交付とある。議員の皆様は全て持っているのか。

★表紙について（P1）
●バスを降車してすぐの女児の手を
アルコール消毒して下さってい
る先生の姿から、学校現場の苦労
が伺えます。子どもを自宅から送
り出してしまえば様子が分からな
いので、このワンショットを見て
細やかな対応をして下さっている
先生方に感謝の言葉しかありませ
ん。手前の男児が３密になってい
るので思わず「距離をとって」と
声を掛けたくなりました。一日も
早くマスクの外れた子ども達の笑
顔をみたいものです。

●新型コロナウイルス感染の影響に
よる休校明けの様子で、皆さんし
っかりとマスクをして手指消毒を
行っている様子がわかります。右
下３月定例会№ 62の円で囲った
箇所を写真の中に入れないで上部
の方に移動した方が写真の隠れる
部分が減り№も見えやすいと感じ
ました（レイアウト）。

●マスクや手指の消毒など、新型コ
ロナウイルスの感染拡大防止対
策に翻弄された時代を反映した、
良い写真だと思います。「こんな
時代があったよね！」と笑える日
が早く来る事を祈りたいと思い
ます。

★一般質問（P4 ～ 9）
●身延町森林整備計画、現在４月か
らスタートしました。私の暮ら
す里山が大変きれいに整備され
ご苦労様でした。でも里山の地
すべりが進んでいることが不安
にもなりました。（台風とか、大
雨が心配になります。）

●町長の再立候補の決意を聞き出
したのは良いが、同じような質
問を３人の議員がしている。議
員間の横の連絡はないのか。

●何時も、熱心な議員さんのご活
躍に敬意を表します。町の将来
のことや、町民の健康管理のこ
となど、よく勉強され考えてく
ださっている事が伝わってきま
した。国も県もそうですが、カタ
カナ用語が日常的に多く使用さ
れるようになってきております。
何となく漠然とは理解出来ます
が、ネットで確認検索してみる
と、敢えてカタカナ語を使用し
なくても、表現出来るものもあ
ります。自分が時代に遅れてい
るのかも知れませんが、行政側
の答弁にも、それが多いように
感じます。分かりやすい言葉選
びをした親切で、思いやりのあ
る答弁をして欲しいです。

●議員さん全員の質問が聞きたい
です。時間もあると思いますし、
紙ベースにするスペースもある
と思いますが…。やはり、旧下部
の様なＳＣＴが必要だと思いま
す。議員さんがこの町の事をよ
り良い町にしたいと思っている
と思いますが、町民の代表とし
て立候補したと思うので会期中
４名というのはちょっと寂しい。

（議会だより№62の意見・感想等）
議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。貴重な
ご意見等を参考に、町民の皆様の「心
に伝わる」議会だよりを目指します。

モニター通信
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★討論・議案に対する賛否
（P15 ～ 17）

●討論の中で各議員の意見がはっ
きり出されることはとてもいい。
（紙上はせまいので大分割愛され
ていると思うが）例えば後期高
齢者医療制度とか介護保険制度
とか身延では高齢者が増えてい
て深刻な問題だが、国の方針だ
からといって切り捨ててしまう
のではなく、みなの知恵を寄せ
合い、必要だったら国に強く働
きかけることも大切ではないか。

●議案第１４号の見出しに「自然の
里条例の一部改正」とあります
が、どんな内容をどのように改
正する案について議論されたの
か、この見出しだけでは不明瞭
です。具体的に説明を添えて欲
しいです。議案第28号のマスコ
ットキャラクターについてです
が、旧町のマスコットよりもゆ
るキャン△の方が認知度が高い
気がします。新しくキャラクタ
ーを作るならば、ＨＰやラッピ
ングバスなどあらゆる他方のお
いて使用するなど効果が得られ
る策を講じないと無駄使いにな
ると思います。

★モニター通信（P23）
●この「モニター通信」欄は町民意
見を共有する重要なコーナーだ
と思います。２ページぐらいあ
っても良いのでは。様々な意見
があり、賛成・反対・無反応も
あって良いと思います。町民読
者がこの欄のコメントを読んで
少しでも町政・議会に関心を抱
いていただけるコーナーだと感
じます。

●結構辛辣な意見があり、びっくり
しました。モニターから意見を
もらって、なにか改善した部分
等あったら知りたいです。

★町政全般についての意見、要望等
●少子高齢化に突き進んでいるかのような身延町ではありますが、子育て支援、福祉など他の市町村に誇れる政策と
思います。ＣＡＴＶなど利用してアピールしたらいかがですか。また、昨今のような不祥事など、二度と起こさない
様、職員へのコンプライアンス順守の徹底・指導を強化して下さい。

●武漢熱による景気後退に対する対応を町政に期待します。特に本町は観光業の占める割合が大きい町です。第２波
３波の来襲を考えるととてもコロナバブルに喜んでばかりはいられません。防除にかかる経費増やオリパラ中止の
懸念浮上等影響は計り知れません。「新たな生活」に基づく産業創出に期待します。

★組合議会報告・追跡（P18・19）
●空き校舎の活用は、大変良い事だ
と思う。利用する事で不具合など
を管理する事も出来る。統廃合し
た事で、空き校舎が増え、防災拠
点になっていても、いざという時
に使用できないのでは困るので、
利活用は賛成。ただ、修繕・改修
はどうなっているんだろう？

●空き校舎の活用について、旧下部
中学校はゆるキャン△とのコラボ
で聖地となる事ができてよかった
と思います。私の母校の旧身延東
小学校も、学童や消防団詰所など
に活用するようですが、校舎裏の
池をつぶしたり、松の木を切って
しまったりとてもさみしいです。
子どもを連れてよく散歩に行きま
すが、池に氷が張ってるのを見た
り、大きな松ボックリをひろった
りととても好きな場所でした。安
全面・実用性、色々とあるでしょ
うが、全部つぶして駐車場にする
なんてさみしかったです。センス
良く卒業生の思いもくんで空き校
舎が活用されたらステキだと思い
ます。

●過去に質問した問題が今どうなっ
ているか追跡していくことはとて
も良いことだと思われます。議会
での質問が生かされることが次へ
の質問その他への意欲につながる
と思います。

★ボランティア連絡協議会との懇談会
（P22）

●地域社会においてボランティア活
動の果たす役割は大きく、目の行
き届き切れない行政の隙間を繕っ
ていただいていると思います。議
員との懇談会は現状共有の大切な
場と思いますが、「意見・要望」欄
のやりとり内容だけを閲覧する限
りでは、内容が表層的です。せっ
かくの懇談の場ですから、もう少
し発展的な意見が欲しいと思いま
した。

★町長施政方針・教育長教育方針
（P20・21）

●教育は、人間人生の基本中の基本
だと思います。幼少期の教育が
その人の人生を形成すると言っ
ても過言ではないかと思います。
勉強以外の経験が非常に大切だ
と思います。予算的なものやその
他施設等建設について町でも行
って頂いておりますが、地域住民
（集落の方々等）のコミュニケー
ションをとれる場所が多くあっ
てもいいのかなあと思います。

●防災危機管理の専門家が先頭に
立って防災対策を早急に行って
ほしい。

●今年はコロナ感染予防の為、学校
の休業が続いており、教育関係
者の方々の御苦労も大変かと思
うが、長い休業により子どもた
ちの授業の遅れが気になります。
どうかこの大変な時ではありま
すが、子どもたちと共に乗り切
っていただきたいと願います。

★おじゃまします（P24）
●地域伝統を継承する仕組みが正常
に働いているようで羨ましい限り
です。少子高齢化と人口流出で担
い手不足は常のことです。教育委員
会内に地域伝統芸能などの保護プ
ログラムを充実して欲しいもので
すね。また、共通のプラットフォー
ムを周知して頂ければ、各地域担当
者間の交流により社会教育に資す
るものと信じます。それにしても、
武漢熱による練習不足はどう解消
しているのでしょうか？リモート
練習で補っているのでしょうか？

●とても興味があります。「西嶋神
楽団」なるものが存在する事を
初めて知りました。４００年も
地元住民によって継承されてい
るなんてとても素敵です。若い
団員の人もいるようなので、こ
れからもずっと続いていってほ
しいです。来年は観に行きたい
と思いました。



　平成2年4月に会員6名で発足し、現在大人の
会員7名、子供の会員4名、協力会員4名の合計
15名です。
　上は70歳から下は小学校1年生まで。
　地域のイベントを中心に出演し、古関観音太鼓
らしい曲作りをしながら、気持ちを一つに楽しく
活動しています。
　練習は毎週金曜日、午後7時30分から9時ま
で久那土体育館で
　今年が創立30年になるので記念事業を検討中
ですが、新型コロナウイルスによる活動自粛措置
により、計画は中断しています。
　小学生と父兄などを対象に太鼓教室を計画し
ましたが、同様に進められないでいます。
只今、会員募集中です。「腹に響く太鼓の音」、
一緒に楽しく太鼓を打ってみませんか!!
見学もOKお気軽にどうぞ。

最近のイベント参加
• 古関地区公民館まつり　• 山梨県太鼓祭り
• 西嶋和紙まつり　• 身延町文化協会 芸能発表会
• 道志水源の森国際音楽祭
•�中部横断自動車道（下部温泉早川 IC～六郷 IC）開通 
プレイベント
•木喰展記念イベント　 •JR身延線90周年記念イベント
•�サッカーVF甲府（身延町サンクスデーでの応援パ
フォーマンス）

みのぶ議会だより No.63 URL:http//www.town.minobu.lg.jp/	 FAX 0556-42-2127
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古関観音太鼓同好会
「太鼓は楽しく打つ」

西嶋和紙まつり

JR身延線90周年記念イベント

木喰展記念イベント
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お問い合わせ
古関観音太鼓同好会
代表者　渡辺　将樹
身延町中之倉 455

電　話　0556-38-0608
携　帯　090-8946-9400
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